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` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 5, July, 2013

a Contact point for the notice : Tatsuo

Ashizaki, Department of Regenerative Me-

dicine, Japan Science and Technology

Agency, KÐs Gobancho, 7 Gobancho,

Chiyoda-ku, Tokyo 102`0076 Japan TEL

03`5214`8446

〇第 25`1008号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 24

] 導入計画物品及び数量 動物用ＰＥＴ／Ｃ
Ｔシステム 二式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期 平成25年12月以降
` 調達に必要とされる基本的要求要件
Ａ ＰＥＴ／ＣＴイメージングシステム
１）生きたままの生物個体（麻酔下のマウ
ス・ラット、麻酔下もしくは覚醒下のマ
カクサル）において、その臓器あるいは
腫瘍などの大きさ、脳や組織の活動の変
化をポジトロン標識化合物によりモニ
ターできること。
２）ＰＥＴ／ＣＴシステムのボアサイズは
25‹以上あること
３）ＰＥＴシステムのＡｘｉａｌ ＦＯＶ
は14‹以上であること
４）可動式のガントリー部分を有し、同一
装置でサルの水平位と座位、体位で測定
ができること。
５）ガントリーにタッチスクリーンを付属
し、ガントリーの回転、ポジションの制
御が行えること。
６）ＤＯＩ技術が採用された検出器クリス
タルであること。
７）ＰＳＦ技術を用いた画像再構成を行え
ること。
８）安全装置を有し、実験の停止が即座に
行えること

Ｂ 画像再構成用ワークステーション
１）ＰＥＴデータをリアルタイムに３Ｄ再
構築できること
２）ＰＥＴ、ＣＴ画像をそれぞれ定量的に
解析し、重ね合わせ画像（フュージョン
画像）を作成できること。
３）ＤＩＣＯＭサーバー機能を持つこと。

Ｃ 校正・定量性管理用ファントムセット
１）ＰＥＴおよびＣＴで定量測定するため
の校正・定量性管理用ファントム、並び
に視覚的空間解像度評価のためのファン
トムを備えること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成25年７月５日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒102`0076 東京都千代田区五番
町７ Ｋ’ｓ五番町 独立行政法人科学技術
振興機構 再生医療研究推進部 経理契約グ
ループ 担当 小林 啓一 電話03`5214`

8446

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成25年６月４日から平成25年
７月５日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成25年６月19日13時00分
] 開催場所 〒650`0047 兵庫県神戸市中央
区港島南町２`２`３ 理化学研究所 発
生・再生科学総合研究センター Ａ棟７階セ
ミナー室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 24

] Nature and quantity of the products to be

purchased : Animal PET／CT system 2

Sets

^ Type of the procurement : Purchase

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ PET／CT imaging system

１）The system should visualize organs,

tumors, brain or tissue activity in living

animals including anesthetized mice

and rats, anesthetized and／ or un-

anesthetized macaque monkeys, to mo-

nitor changes in sizes, functions, and

others, by positron labeled molecular

probe.

２）The bore size of this PET／CT sys-

tem should be over 25‹.

３）The Axial FOV of this PET system

should be over 14‹.

４）The PET gantry should be movable

and performed lying and sitting posi-

tion for living animals.

５）Touch screen monitor on the gantry

which allows the user to control bed

movements, gantry rotation, positio-

ning.

６）The crystal of the PET detector is

equipped with DOI technology.

７）The PSF technology should be avail-

able.

８）Safety switches allow immediate

stop of the examination

Ｂ Workstation for Image Reconstruction

１）The workstation should process real

time data acquisition-processing for 3D

reconstruction of PET images.

２）The software also enables to ana-

lyze, quantify and make fusion images

of PET and CT.

３）DICOM server function should be

equipped.

Ｃ Phantom sets for calibration and qual-

ity control of quantification

１）For quantification of of PET and

CT, it includes calibration and quality-

control phantoms. In addition, it in-

cludes resolution phantom to do visual

verification of spatial resolution.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 5, July, 2013

a Contact point for the notice : Keiichi

Kobayashi, Department of Regenerative

Medicine, Japan Science and Technology

Agency, KÐs Gobancho, 7 Gobancho,

Chiyoda-ku, Tokyo 102`0076 Japan TEL

03`5214`8446

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 25年６月４日

独立行政法人国立病院機構
弘前病院長 佐藤 年信

◎調達機関番号 597 ◎所在地番号 02

〇第 00803号（c00803）
１ 調達内容
\ 品目分類番号 71、27

] 導入計画物品及び数量 病院情報システム
１式及びシステム保守業務委託

^ 調達方法 購入
_ 導入予定時期 平成26年度第２四半期
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
{ 本システムは独立行政法人国立病院機構
弘前病院における診療業務及び経営管理業
務を統合的に支援するためのもので、電子
カルテ・オーダリングシステム、部門シス
テム（医事会計システム、看護支援システ
ム、臨床・細菌・病理検査システム、放射
線管理システム、リハビリシステム、栄養
管理（給食）システム等）の業務全般にわ
たり統合的に管理、参照が行えるシステム
であること。

| 本システムは、患者基本情報、診療情報、
画像情報など円滑に交換でき、そのために
必要な国際的な標準規格に準拠した通信規
格、データ形式を提供できること。

} 本システムは、業務用データベースとは
独立した患者の臨床データ、情報を国際的
な標準規格に準拠したデータ形式により長
期的に蓄積管理できる機能を有すること。

~ 本システムは、要求機能を達成するため
に十分なデータ処理機器、端末、ネットワー
クを保有すること。

� 本システムは、各部門で使用している医
療機器及びシステムに対するインターフェ
イスを有すること。

� 本システムのうち、病院業務に不可欠な
システムは、24時間、無人であっても自動
稼働し、安全で容易に運用できること。ま
た、システム障害対策が十分になされてい
ること。˜
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